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繪
畫
理
論
に
お
け
る
「
邪
甜
俗
賴
」と
そ
の
周
邊
に
つ
い
て

王

俊
鈞

は
じ
め
に

「
士
大
夫
の
處
事
は
以
て
百
を
爲
す
べ
き
も
、
唯
だ
俗
の
み
は
不
可
な
り
。
俗
は
便
ち
醫
す
べ
か
ら
ず
。

」
と
い
う
黃
山
谷
の
言
葉

（１）

が
あ
る
。
俗
は
救
い
よ
う
が
な
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
繪
畫
理
論
に
も
そ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
韓

拙
『
山
水
純
全
集
』
に
あ
る
「
作
畫
の
病
重
き
者
は
衆
し
、
唯
だ
俗
病
最
も
大
な
り
。

」
と
い
う
句
で
あ
る
。
更
に
元
の
黃
公
望
は
、「
邪

（２）

甜
俗
賴
」
と
い
う
概
念

を
提
示
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
繪
畫
制
作
で
避
け
る
べ
き
と
論
じ
た
。
こ
う
し
て
繪
畫
で
は
「
俗
」
か
ら
「
邪
甜

（３）

俗
賴
」
へ
進
展
し
て
き
た
。
黃
公
望
の
影
響
で
、
明
清
の
繪
畫
理
論
に
も
波
及
し
多
く
の
畫
論
で
も
「
邪
甜
俗
賴
」
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

本
論
は
主
に
明
清
繪
畫
理
論
に
お
け
る
「
邪
甜
俗
賴
」
の
意
味
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
「
邪
甜
俗
賴
」
と
設
色
や
水
墨
の

關
係
、
つ
ま
り
繪
畫
形
式
が
「
邪
甜
俗
賴
」
と
必
然
的
な
關
係
が
あ
る
か
を
檢
討
す
る
。
明
清
繪
畫
理
論
を
中
心
と
し
て
上
述
の
問
題
を

整
理
し
な
が
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。
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一

黃
公
望
の
「
邪
甜
俗
賴
」
に
つ
い
て

周
知
の
通
り
繪
畫
理
論
の
「
邪
甜
俗
賴
」
は
、
黃
公
望
（12

69-1
354

）
の
「
寫
山
水
訣
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

作
畫
大
要
、
去
邪
甜
俗
賴
四
箇
字
。（
黃
公
望
「
寫
山
水
訣
」）
（４）

畫
を
作
る
の
大
要
は
、
邪
甜
俗
賴
四
箇
字
を
去
る
。

こ
こ
で
は
四
文
字
で
繪
畫
制
作
の
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
邪
甜
俗
賴
」
と
い
う
繪
畫
作
品
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
視
覺
的
な
要
素

或
は
雰
圍
氣
を
、
直
接
表
現
で
は
論
じ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
四
つ
の
問
題
点
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
よ
い
作
品
に
な
る
と
理
解
で
き

よ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
續
け
て
問
う
べ
き
疑
問
点
も
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
「
邪
甜
俗
賴
」
が
排
除
さ
れ
る
と
、
一
體
ど
ん
な
繪
畫
や
視

覺
的
な
雰
圍
氣
が
立
ち
表
れ
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
で
論
ず
る
。
ま
ず
「
邪
甜
俗
賴
」
を
知
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
黃
公
望
の
『
寫
山
水
訣
』
で
は
一
切
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
黃
公
望
自
身
の
發
言
か
ら
は
そ
の
答
え

が
得
ら
れ
な
い
。
一
方
で
（
傳
）
王
紱
（1362-1416
）
の
『
書
畫
傳
習
錄
』

で
は
「
邪
甜
俗
賴
」
に
關
す
る
解
釋
が
み
ら
れ
る
。

（５）

邪
甜
俗
賴
、
是
當
察
其
病
而
一
一
去
之
。
有
一
等
人
、
事
不
師
古
、
我
行
我
法
、
信
手
塗
澤
、
謂
符
天
趣
、
其
下
者
、
筆
端
錯
雜
、

妄
生
枝
節
、
不
理
陰
陽
、
不
辨
清
濁
、
皆
得
以
邪
槩
之
。
今
所
談
者
、
規
門
矩
戸
、
及
之
而
後
知
、
履
之
而
後
難
者
也
。
有
一
等
人
、

結
構
麤
安
、
生
趣
不
足
、
功
愈
到
而
格
愈
卑
、
是
失
諸
甜
。
古
人
謂
如
口
察
味
、
甘
酸
辛
苦
、
自
以
實
得
。
固
非
爲
吾
輩
指
迷
也
、

唯
神
明
煥
發
、
意
態
超
越
、
乃
能
一
洗
萬
古
甜
濁
耳
。
俗
之
一
字
、
不
僅
丹
華
誇
目
一
流
、
俗
則
不
韵
。
山
谷
老
人
言
凡
書
畫
當
觀

韻
、
李
伯
時
作
李
廣
奪
馬
南
馳
狀
、
引
滿
以
擬
追
騎
、
箭
鋒
所
値
、
人
馬
應
弦
。
伯
時
歎
曰
、

使
俗
子
爲
之
、
當
作
中
箭
追
騎
矣
。
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此
意
差
堪
神
會
。
賴
者
藉
也
。
是
暗
中
依
賴
也
。
臨
摹
法
家
不
廢
、
倚
靠
才
子
弗
爲
。
張
雷
出
匣
之
劔
、
自
吐
光
芒
鋩
、
偃
師
應
律

之
謌
、
備
呈
元
秘
。
妙
解
投
機
、
無
有
轍
蹟
。
昌
黎
得
文
法
於
檀
弓
、
后
山
得
文
法
於
伯
夷
傳
。
愜
心
處
正
不
在
多
、
人
亦
無
從
摸

著
。（
『
書
畫
傳
習
錄
』
巻
二
、
論
畫
）
（６）

邪
甜
俗
賴
、
是
れ
當
に
そ
の
病
を
察
し
て
一
一
之
れ
を
去
る
べ
し
。
一
等
人
有
り
、
事
に
古
を
師
と
せ
ず
、
我
れ
我
法
を
行
ふ
。
信

手
塗
澤
し
、
天
趣
に
符
ふ
と
謂
い
、
其
の
下
の
者
は
、
筆
端
錯
雜
、
枝
節
を
妄
生
し
、
陰
陽
を
理
め
ず
、
清
濁
を
辨
ぜ
ず
、
皆
な
邪

を
以
て
之
れ
を
槩
す
る
を
得
。
今
談
ず
る
所
の
者
、
規
門
矩
戸
、
之
れ
及
び
て
後
に
知
り
、
之
れ
を
履
き
て
後
に
難
き
者
な
り
。
一

等
人
有
り
、
結
構
麤
安
た
り
、
生
趣
足
ら
ず
、
功
愈
い
よ
到
れ
ば
格
愈
い
よ
卑
し
、
是
れ
諸
を
甜
に
失
ふ
。
古
人
謂
ふ
、
口
の
味
を

察
す
る
が
如
く
、
甘
酸
辛
苦
、
自
ら
實
を
以
て
得
。
固
よ
り
吾
輩
の
爲
に
迷
を
指
す
に
非
ず
。
唯
だ
神
明
煥
發
た
り
、
意
態
超
越
た

り
て
、
乃
ち
能
く
萬
古
の
甜
濁
を
一
洗
す
。
俗
の
一
字
、
僅
だ
丹
華
誇
目
の
一
流
な
ら
ず
、
俗
な
れ
ば
則
ち
韵
な
ら
ず
。
山
谷
老
人

言
ふ

凡
そ
書
畫
は
當
に
韻
を
觀
る
べ
し
、
李
伯
時
は
李
廣
馬
を
奪
ひ
て
南
に
馳
る
の
状
を
作
る
に
、
引
く
こ
と
満
に
し
て
以
っ
て

騎
を
追
う
を
擬
し
、
箭
鋒
の
値
る
所
、
人
馬
弦
に
応
ず
。
伯
時
歎
じ
て
曰
く
、
俗
子
を
し
て
之
れ
を
爲
さ
し
む
れ
ば
、
當
に
中
箭
追

騎
を
作
る
べ
し
。

此
の
意
差
ぼ
神
會
す
る
に
堪
ふ
。
賴
な
る
者
は
籍
な
り
。
是
れ
暗
中
依
賴
す
る
な
り
。
法
家
を
臨
模
し
て
廢

（７）

せ
ず
、
才
子
に
倚
靠
し
て
爲
さ
ず
。
張
雷
出
匣
の
劔
は
、
自
ら
光
鋩
を
吐
き
、
偃
師
應
律
の
謌
は
、
元
秘
を
備
さ
に
呈
す
。
妙
解
投

機
し
て
、
轍
蹟
有
る
こ
と
無
し
。
昌
黎
は
文
法
を
檀
弓
に
得
、
后
山
は
文
法
を
伯
夷
傳
に
得
。
愜
心
の
處
正
に
多
に
在
ら
ず
、
人
も

亦
た
摸
著
す
る
に
從
ふ
こ
と
無
し
。

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
邪
」
に
つ
い
て
簡
單
に
言
う
と
、「
邪
」
は
造
形
に
お
い
て
非
合
理
的
な
繪
畫
表
現
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
古
法



- 77 -

を
習
わ
ず
一
切
の
師
承
な
し
に
勝
手
に
描
か
れ
た
畫
法
を
指
し
て
い
る
。

次
に
「
甜
」
に
つ
い
て
は
、「
甜
」
と
は
初
歩
的
な
段
階
で
造
形
能
力
が
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
が
、「
生
趣
」
が
足
り
な
い
も
の
で
あ

る
。「
生
趣
」
が
な
い
ま
ま
技
術
は
進
み
續
け
て
い
っ
た
も
の
の
、
趣
味
趣
向
や
品
に
は
何
ら
向
上
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
程
度
の

技
術
を
持
ち
な
が
ら
「
生
趣
」
が
な
い
基
礎
状
態
で
發
展
す
る
た
め
、
そ
の
技
術
が
熟
練
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
作
品
が
卑
し
く
み
え
る
こ

と
を
「
甜
」
と
い
う
。
要
す
る
に
誤
っ
た
出
發
点
か
ら
發
展
し
て
き
た
技
巧
は
、「
甜
」
と
い
う
視
覺
的
な
要
素
が
齎
さ
れ
る
。

「
俗
」
と
は
目
を
奪
う
ほ
ど
色
が
華
や
か
な
繪
畫
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
定
義
と
は
、
筋
書
き

が
安
っ
ぽ
い
繪
畫
表
現
も
俗
と
呼
ば
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
根
源
は
人
間
に
あ
り
、
俗
人
は
俗
っ
ぽ
い
繪
畫
表
現
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
概
し
て
「
俗
」
は
「
韻
」
の
相
對
的
な
概
念
で
も
あ
る
。
俗
が
生
じ
れ
ば
韻
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
後
は
「
賴
」
に
關
し
て
、
こ
こ
で
は
韓
愈
と
陳
師
道
が
文
學
制
作
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
例
が
舉
げ
ら
れ
、
よ
い
創
作

手
法
は
多
く
は
な
く
と
も
よ
く
、
そ
れ
は
創
作
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
か
ら
も
ら
っ
た
か
、
鑑
賞
者
に
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら

と
説
明
し
て
い
る
。
繪
畫
制
作
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、「
賴
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
賴
」
は
あ
る
種
の
畫
法
に
倣
い

な
が
ら
も
自
ら
の
も
の
に
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
畫
法
の
公
式
に
沿
っ
て
描
く
だ
け
の
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
。

総
合
的
に
み
れ
ば
、「
邪
」
は
師
承
な
く
勝
手
に
作
り
出
さ
れ
た
怪
奇
な
表
現
で
あ
り
、
畫
法
に
賴
り
す
ぎ
自
分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
に

轉
換
で
き
な
い
「
賴
」
で
あ
る
。
こ
の
文
か
ら
「
邪
」
と
「
賴
」
が
相
對
的
な
両
極
端
で
あ
る
と
讀
み
取
れ
る
。

次
に
繪
畫
理
論
に
お
け
る
こ
の
四
つ
の
概
念
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
發
展
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
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二

董
其
昌
ら
の
論
じ
た
「
邪
甜
俗
賴
」
と
そ
の
周
邊

黃
公
望
以
後
董
其
昌
（1555-1636

）
が
現
れ
る
ま
で
の
多
く
の
繪
畫
論
に
は
「
邪
甜
俗
賴
」
に
關
す
る
論
述
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
董
其
昌
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

元
季
四
大
家
、
浙
人
居
其
三
。
王
叔
明
湖
州
人
、
黃
子
久
衢
州
人
、
呉
仲
圭
錢
塘
人
、
惟
倪
元
鎮
無
錫
人
耳
。
江
山
靈
氣
盛
衰
故
有

時
。
國
朝
名
士
、
僅
僅
戴
進
爲
武
林
人
、
已
有
浙
派
之
目
、
不
知
趙
呉
興
亦
浙
人
、
苦
浙
派
日
就
澌
滅
。
不
當
以
甜
邪
俗
賴
者
盡
係

之
彼
中
也
。（
『
畫
禅
室
随
筆
』
巻
二
、
畫
源
）
（８）

元
季
四
大
家
、
浙
人
其
の
三
に
居
る
。
王
叔
明
は
湖
州
人
、
黃
子
久
は
衢
州
人
、
呉
仲
圭
は
錢
塘
人
、
惟
だ
倪
元
鎮
の
み
無
錫
人
な

り
。
江
山
靈
氣
の
盛
衰
は
故
よ
り
時
有
り
。
國
朝
名
士
、
僅
僅
戴
進
武
林
人
爲
り
。
已
に
浙
派
の
目
有
り
。
趙
呉
興
も
亦
た
浙
人
な

る
を
知
ら
ず
。
浙
派
日
に
澌
滅
に
就
く
に
苦
し
む
。
當
に
甜
邪
俗
賴
な
る
者
を
以
て
盡
く
之
れ
を
彼
の
中
に
係
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

こ
こ
で
董
其
昌
は
「
甜
邪
俗
賴
」
を
用
い
て
、
明
代
の
浙
派
が
必
ず
し
も
「
甜
邪
俗
賴
」
で
は
な
い
と
説
明
し
た
が
、
こ
の
一
文
を
見

る
限
り
前
後
の
並
び
順
が
少
し
變
わ
っ
た
以
外
に
「
甜
邪
俗
賴
」
へ
の
更
な
る
論
述
が
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
「
甜
邪
俗
賴
」
は
そ

の
時
代
に
あ
っ
て
相
當
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
文
以
外
に
、
董
其
昌
は
「
甜
邪
俗
賴
」
を
ひ
と
ま
と

ま
り
の
概
念
と
し
て
解
釋
や
論
述
を
し
て
い
な
い
。

然
る
に
董
其
昌
の
後
、「
甜
邪
俗
賴
」
に
か
か
わ
る
概
念
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
た
か
、
董
其
昌
の
直
系
弟
子
王
原
祁
（1642 -1715

）
の

所
論
を
み
よ
う
。
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意
在
筆
先
爲
畫
中
要
訣
。
作
畫
於
搦
管
時
、
須
要
安
閒
恬
適
、
掃
盡
俗
腸
、
默
對
素
幅
、
凝
神
靜
氣
…
…
若
毫
無
定
見
、
利
名
心
急
、

惟
取
悅
人
。
布
立
樹
石
、
逐
塊
堆
砌
、
扭
揑
滿
幅
、
意
味
索
然
、
便
爲
俗
筆
。
今
人
不
知
畫
理
、
但
取
形
似
、
筆
肥
墨
濃
者
、
謂
之

渾
厚
、
筆
瘦
墨
淡
者
、
謂
之
髙
逸
、
色
豔
筆
嫩
者
、
謂
之
明
秀
。
而
抑
知
皆
非
也
。
總
之
古
人
位
置
緊
而
筆
墨
鬆
、
今
人
位
置
懈
而

筆
墨
結
。
於
此
留
心
則
甜
邪
俗
賴
不
去
而
自
去
矣
（
王
原
祁
「
雨
窓
漫
筆
」）
（９）

意
筆
先
に
在
る
は
畫
中
の
要
訣
爲
り
。
畫
を
作
る
に
管
を
搦
る
時
に
於
い
て
、
須
ら
く
安
閒
恬
適
、
俗
腸
を
掃
盡
し
、
黙
し
て
素
幅

に
對
し
、
神
を
凝
ら
し
氣
を
靜
め
…
…
要
す
べ
し
。
若
し
毫
も
定
見
無
け
れ
ば
、
利
名
心
急
に
し
て
、
惟
だ
人
に
悦
を
取
る
の
み
。

樹
石
を
布
立
し
、
逐
塊
堆
砌
し
、
満
幅
を
扭
揑
し
、
意
味
索
然
た
れ
ば
、
便
ち
俗
筆
爲
り
。
今
人
畫
理
を
知
ら
ず
、
但
だ
形
似
を
取

り
、
筆
肥
墨
濃
な
る
者
、
之
れ
を
渾
厚
と
謂
ひ
、
筆
瘦
墨
淡
な
る
者
、
之
れ
を
高
逸
と
謂
ひ
、
色
豔
筆
嫩
な
る
者
、
之
れ
を
明
秀
と

謂
ふ
。
而
る
に
抑
そ
も
皆
な
非
な
る
を
知
る
な
り
。
之
れ
を
總
す
れ
ば
古
人
位
置
緊
に
し
て
筆
墨
鬆
た
り
、
今
人
位
置
懈
に
し
て
筆

墨
結
た
り
。
此
れ
に
於
い
て
留
心
す
れ
ば
則
ち
甜
邪
俗
賴
去
ら
ざ
る
も
自
づ
か
ら
去
れ
り
。

王
原
祁
も
「
甜
邪
俗
賴
」
に
對
し
新
た
な
解
釋
を
せ
ず
黃
公
望
と
同
様
に
繪
畫
表
現
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
四
文
字
を
取
り
除
く

べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
王
原
祁
が
「
邪
甜
俗
賴
」
の
四
文
字
に
重
点
を
置
き
つ
つ
「
俗
」
の
一
文
字
に
凝
縮
し
た
こ
と
が

讀
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
繪
畫
制
作
を
す
る
際
に
世
俗
的
な
想
い
が
あ
れ
ば
、「
俗
筆
」
に
な
る
。
具
體
的
に
い
う
と
、
わ
ざ
と
鑑
賞
者
を

喜
ば
せ
る
た
め
に
描
く
よ
う
な
心
構
え
を
有
す
る
な
ら
、
俗
に
落
ち
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
王
原
祁
に
よ
る
「
俗
」
の
規
定
と

見
做
し
て
も
よ
い
。

こ
れ
以
後
の
時
代
に
論
じ
ら
れ
た
「
邪
甜
俗
賴
」
に
は
、
ほ
ぼ
新
た
な
解
釋
や
轉
換
は
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
こ
で
は
相
變
わ
ら
ず
消
極

的
な
意
味
合
い
で
、
繪
畫
制
作
で
極
力
避
け
ら
れ
る
べ
き
負
の
要
因
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

。
（10）
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だ
が
、
王
原
祁
が
そ
の
四
文
字
を
「
俗
」
の
一
文
字
に
歸
す
る
と
い
う
論
を
ふ
り
か
え
る
と
、
繪
畫
理
論
に
お
い
て
こ
の
四
つ
の
概
念

は
似
た
箇
所
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
が
一
文
字
或
は
二
文
字
に
集
約
で
き
る
の
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
各

々
の
概
念
に
お
け
る
單
獨
の
意
味
合
い
、
ま
た
互
い
の
關
連
性
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
次
に
そ
れ
を
中
心
に
考
察
す
る
。

（
１
）「
俗
」
と
「
甜
」
に
つ
い
て

ま
ず
繪
畫
理
論
で
の
「
俗
」
及
び
そ
の
周
邊
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
ま
ず
董
其
昌
の
一
文
を
み
る
。

士
人
作
畫
、
當
以
草
隸
奇
字
之
法
爲
之
。
樹
如
屈
鐵
、
山
似
畫
沙
、
絶
去
甜
俗
蹊
徑
乃
爲
士
氣
。
不
爾
縱
儼
然
及
格
、
已
落
畫
師
魔

界
、
不
復
可
救
藥
矣
、
若
能
解
脱
繩
束
、
便
是
透
網
鱗
也
。（
『
畫
禅
室
随
筆
』
巻
二
、
畫
訣

）
（11）

士
人
畫
を
作
る
に
、
當
に
草
隸
奇
字
の
法
を
以
て
之
れ
を
爲
す
べ
し
。
樹
は
屈
鐵
の
如
く
、
山
は
畫
沙
に
似
て
、
甜
俗
蹊
徑
を
絶
去

す
れ
ば
則
ち
士
氣
と
爲
る
。
爾
ら
ざ
れ
ば
縦
ひ
儼
然
と
し
て
格
に
及
ぶ
も
、
已
に
畫
師
の
魔
界
に
落
ち
、
復
た
救
藥
す
べ
か
ら
ず
。

若
し
能
く
繩
束
か
ら
解
脱
す
れ
ば
、
便
ち
是
れ
透
網
の
鱗
な
り
。

こ
の
文
章
か
ら
み
る
と
、
董
其
昌
は
「
甜
」
と
「
俗
」
を
合
わ
せ
て
扱
い
、
以
前
の
論
理
と
變
わ
ら
ず
正
面
か
ら
物
事
を
述
べ
ず
「
甜

俗
」
を
排
除
し
て
い
く
論
法
で
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
取
り
除
け
ば
よ
い
結
果
が
自
然
に
出
る
と
提
示
す
る
。
こ
こ
で
は
「
甜
」
と
い

う
要
素
が
加
わ
っ
た
だ
け
で
基
本
的
に
新
た
な
解
釋
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
本
稿
冒
頭
に
あ
げ
た
韓
拙
な

ど
の
前
人
と
同
じ
く
「
俗
」
を
救
い
よ
う
が
な
い
も
の
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
王
原
祁
も
似
た
よ
う
な
發
言
を
し
て
い
る
。

用
筆
忌
滑
、
忌
軟
輭
、
忌
硬
、
忌
重
而
滯
、
忌
率
而
溷
、
忌
明
淨
而
膩
、
忌
叢
雜
而
亂
、
又
不
可
有
意
著
好
筆
有
意
去
累
筆
、
從
容



- 81 -

不
迫
、
由
淡
入
濃
、
磊
落
者
存
之
、
甜
俗
者
删
之
、
纖
弱
者
足
之
、
板
重
者
破
之
。（
王
原
祁
「
雨
窓
漫
筆
」

）
（12）

用
筆
に
は
滑
を
忌
み
、
軟
輭
を
忌
み
、
硬
を
忌
み
、
重
く
し
て
滯
る
を
忌
み
、
率
し
て
溷
た
る
を
忌
み
、
明
淨
に
し
て
膩
た
る
を
忌

み
、
叢
雜
し
て
乱
る
る
を
忌
む
、
又
た
好
筆
を
著
す
る
意
有
り
累
筆
を
去
る
意
有
る
べ
か
ら
ず
。
從
容
と
し
て
迫
ら
ず
、
淡
由
り
濃

に
入
り
、
磊
落
た
る
者
之
れ
を
存
し
、
甜
俗
な
る
者
之
れ
を
删
り
、
纖
弱
な
る
者
之
れ
を
足
し
、
板
重
な
る
者
之
れ
を
破
る
。

こ
れ
は
筆
墨
の
使
い
方
に
關
す
る
話
だ
が
、
こ
こ
で
も
董
其
昌
と
同
様
、「
甜
」
と
「
俗
」
を
合
わ
せ
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
で

に
提
示
し
た
黃
公
望
の
文
で
は
、「
俗
」
と
「
甜
」
が
別
々
の
概
念
で
あ
っ
た
も
の
の
、
董
其
昌
と
王
原
祁
は
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
「
甜

俗
」
と
し
た
。
そ
う
い
っ
た
使
い
方
は
、
あ
る
文
脈
で
は
「
甜
」
と
「
俗
」
が
獨
立
し
た
概
念
で
は
な
く
「
甜
俗
」
と
い
う
新
た
な
概
念

と
し
て
も
成
立
す
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
我
々
に
与
え
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
「
甜
俗
」
の
繪
畫
理
論
に
お
け
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
論
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

こ
こ
で
繪
畫
理
論
で
の
「
甜
」
を
み
る
と
、
方
薰
（1736

-179
9)

に
は
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

陳
衎
云
、
大
癡
論
畫
最
忌
曰
甜
。
甜
者
穠
郁
而
軟
熟
之
謂
、
凡
爲
俗
爲
腐
爲
版
人
皆
知
之
、
甜
則
不
但
不
之
忌
而
且
喜
之
。
自
大
癡

拈
出
、
大
是
妙
諦
。
余
謂
不
獨
書
畫
、
一
切
人
事
皆
不
可
甜
、
惟
人
生
晚
境
宜
之

。（
『
山
靜
居
畫
論
』
巻
上

）
（13）

陳
衎
云
ふ
、
大
癡
畫
を
論
ず
る
に
最
も
忌
む
を
甜
と
曰
ふ
。
甜
な
る
者
は
穠
郁
と
し
て
軟
熟
た
る
の
謂
ひ
、
凡
そ
俗
爲
り
腐
爲
り
版

爲
る
は
人
皆
な
之
れ
を
知
る
も
、
甜
は
則
ち
但
だ
之
れ
忌
ま
ざ
る
の
み
な
ら
ず
し
て
而
も
且
つ
之
れ
を
喜
ぶ
。
大
癡
拈
出
し
て
自
り
、

大
い
に
是
れ
妙
諦
な
り
と
。
余
れ
謂
へ
ら
く
獨
り
書
畫
の
み
な
ら
ず
、
一
切
人
事
皆
な
甜
な
る
べ
か
ら
ず
、
惟
だ
人
生
晩
境
之
れ
に

宜
し
、
と
。

方
薫
は
黃
公
望
の
「
畫
山
水
訣
」
に
あ
る
「
邪
甜
俗
賴
」
を
あ
ら
た
に
「
甜
」
一
文
字
に
集
中
さ
せ
、
そ
れ
が
最
も
忌
諱
な
も
の
と
解
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釋
し
て
い
る
。
文
脈
か
ら
濃
厚
で
軟
熟
な
る
も
の
を
「
甜
」
の
定
義
と
し
た
と
讀
み
取
れ
る
。
ま
た
「
甜
」
が
最
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
理
由
は
、「
甜
」
が
氣
づ
き
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
前
に
舉
げ
た
「
士
大
夫
の
處
事
は
以
て
百
を
爲
す
べ
き
も
、
唯
だ

俗
の
み
は
不
可
な
り
。
俗
は
便
ち
醫
す
べ
か
ら
ず
。」
や
「
作
畫
の
病
重
き
者
は
衆
し
、
唯
だ
俗
病
最
も
大
な
り
。」
が
「
一
切
の
人
事
皆

な
甜
な
る
べ
か
ら
ず
」
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
、
絶
對
に
犯
し
て
は
な
ら
な
い
誤
り
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

續
い
て
後
に
そ
れ
ら
の
概
念
は
如
何
に
扱
わ
れ
た
か
、
特
に
「
甜
」
と
「
俗
」
の
關
係
性
を
中
心
に
檢
討
す
る
。
邵
梅
臣
（1776-?

）

は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

畫
法
最
忌
甜
、
甜
則
俗
、
甜
則
軟
。
俗
已
難
耐
、
況
軟
耶
。（
『
畫
耕
偶
錄
』
巻
二
、
爲
福
介
庵
順
畫
雪
竹
跋

）
（14）

畫
法
は
最
も
甜
を
忌
む
。
甜
な
れ
ば
則
ち
俗
な
り
、
俗
な
れ
ば
則
ち
軟
な
り
。
俗
已
に
耐
へ
難
し
、
況
や
軟
な
る
を
や
。

畫
法
に
お
い
て
最
も
敬
遠
す
べ
き
こ
と
は
「
甜
」
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
舉
げ
た
方
薫
の
見
解
に
近
い
。
こ
こ
で
は

さ
ら
に
「
甜
」
が
あ
れ
ば
「
俗
」
が
生
じ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
間
に
は
一
種
の
因
果
關
係
が
存
在
す
る
と
み
ら
れ
る
。
か

つ
「
甜
」
は
よ
り
局
部
的
な
要
素
で
あ
り
、「
俗
」
は
全
體
的
な
結
果
や
視
覺
的
効
果
で
あ
る
と
も
理
解
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
甜
と
俗

は
重
複
す
る
意
味
合
い
が
あ
り
、
時
に
分
け
て
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
文
脈
に
よ
っ
て
二
者
が
近
い
概
念
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

（
２
）「
甜
」
と
「
熟
」
に
つ
い
て

繪
畫
で
「
甜
」
が
如
何
な
る
意
味
で
使
わ
れ
る
か
の
更
な
る
理
解
を
得
る
た
め
、
よ
く
「
甜
」
と
倂
せ
て
提
示
さ
れ
る
「
熟
」
と
の
關

係
を
み
る
。
ふ
た
た
び
方
薫
の
發
言
に
戻
っ
て
檢
討
す
る
。
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畫
法
須
辨
得
高
下
。
高
下
之
際
、
得
失
在
焉
甜
。
熟
不
是
自
然
、
佻
巧
不
是
生
動
（
略
）。（
『
山
靜
居
畫
論
』
巻
上
）
（15）

畫
法
須
ら
く
高
下
を
辨
得
す
べ
し
。
高
下
の
際
、
得
失
焉
れ
に
在
り
。
甜
熟
是
れ
自
然
な
ら
ず
、
佻
巧
是
れ
生
動
な
ら
ず
。

こ
の
よ
う
に
方
薫
は
甜
と
熟
を
倂
せ
て
使
い
な
が
ら
、
よ
く
思
わ
れ
が
ち
な
甜
熟
は
則
ち
自
然
と
い
う
考
え
方
が
誤
り
で
あ
る
と
指
摘

し
た
。
こ
こ
で
の
「
甜
熟
」
の
意
味
は
、
先
に
舉
げ
た
『
書
畫
傳
習
錄
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
甜
と
は
生
趣
が
欠
け
た
ま
ま
熟
練
し
て

い
っ
た
も
の
」
と
い
う
定
義
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
「
甜
」
に
は
す
で
に
「
熟
の
意
味
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
繪
畫
理
論
や
視
覺
的
表
現
に
お
い
て
熟
が
更
に
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
有
す
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
顧
凝
遠

（15
80- 1645

）
の
所
論
を
み
る
。

畫
求
熟
外
生
。
然
熟
之
後
、
不
能
復
生
矣
。
要
之
、
爛
熟
圓
熟
則
自
有
別
。
若
圓
熟
則
又
能
生
也
。（
『
畫
引
』
論
生
拙
）
（16）

畫
は
熟
外
の
生
を
求
む
。
然
る
に
熟
の
後
、
復
に
生
な
る
こ
と
能
は
ず
。
之
れ
を
要
す
る
に
、
爛
熟
圓
熟
則
ち
自
づ
か
ら
別
有
り
。

若
し
圓
熟
な
れ
ば
則
ち
又
た
能
く
生
な
る
な
り
。

繪
畫
制
作
に
お
い
て
は
「
熟
」
に
近
づ
き
「
生
」
も
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
多
く
の
場
合
は
一
旦
「
熟
」
に
な
る
と
「
生
」
の

要
素
が
生
じ
難
い
。
つ
ま
り
「
熟
」
と
「
生
」
の
両
立
が
要
求
さ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
熟

に
對
す
る
意
味
付
け
で
あ
る
。
熟
は
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、
一
つ
は
「
爛
熟
」
も
う
一
つ
は
「
圓
熟
」
で
あ
る
。「
圓
熟
」
と
は
再

び
「
生
」
に
戻
れ
る
境
地
で
あ
る
。「
爛
熟
」
の
場
合
は
、『
書
畫
傳
習
錄
』
に
あ
る
「
有
一
等
人
、
結
搆
初
安
、
生
趣
不
足
、
功
愈
到
而

格
愈
卑
、
是
失
諸
甜
。」
の
意
味
と
一
致
す
る
と
確
認
で
き
る
。
要
す
る
に
『
書
畫
傳
習
錄
』
に
論
じ
ら
れ
る
「
甜
」
や
方
薫
の
「
甜
熟
」

は
、
顧
凝
遠
の
「
爛
熟
」
と
等
し
く
、
ま
た
「
圓
熟
」
は
「
甜
」
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
邵
梅
臣
が
『
畫
耕
偶
錄
』
で
論
じ
た
「
甜
な
れ
ば
則
ち
俗
な
り
」
を
合
わ
せ
て
総
合
的
に
考
え
る
と
、「
甜
」
や
「
甜
熟
」
は
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「
俗
」
と
い
う
結
果
に
至
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
繪
畫
技
法
や
視
覺
効
果
に
よ
り
「
甜
」
の
要
素
が
生
ま
れ
れ
ば
、
繪
畫
作
品
全
體
が
俗

っ
ぽ
く
感
じ
ら
れ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
「
甜
」
と
「
俗
」
は
一
種
の
原
因
と
結
果
の
よ
う
な
關
係
と
し
て
も
成
り
立
つ
。
し

か
し
「
俗
」
が
イ
コ
ー
ル
「
甜
」
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
構
造
に
な
る
。

（
３
）「
俗
」
と
「
賴
」
と
「
邪
」
に
つ
い
て

續
い
て
俗
と
賴
の
關
連
性
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
ま
ず
秦
祖
永
（182

5- 1884

）
の
發
言
か
ら
見
て
い
く
。

費
曉
樓
丹
旭
補
景
仕
女
香
艶
中
更
饒
姸
雅
之
致
。
一
樹
一
石
、
雖
未
能
深
入
古
法
、
而
一
種
瀟
灑
之
致
頗
極
自
然
、
否
則
此
等
畫
苟

無
書
巻
之
氣
。
未
有
不
失
之
俗
賴
者
也
。（
『
桐
陰
論
畫
』
巻
下
、
費
丹
旭
妙
品
）
（17）

費
曉
樓
丹
旭
の
補
景
仕
女
は
香
艶
の
中
更
に
姸
雅
の
致
に
饒
た
り
。
一
樹
一
石
、
未
だ
深
く
古
法
に
入
る
能
は
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど

も
一
種
瀟
灑
の
致
頗
る
自
然
を
極
む
る
な
り
、
否
ず
ん
ば
則
ち
此
れ
等
の
畫
は
苟
し
く
も
書
巻
の
氣
無
し
。
未
だ
之
れ
を
俗
賴
に
失

は
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。

秦
祖
永
に
よ
る
と
、「
俗
賴
」
と
書
巻
の
氣
は
對
立
關
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
を
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
み
な
す
べ
き
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
論
ず
る
。
次
に
俗
と
賴
に
如
何
な
る
關
わ
り
が
あ
る
か
に
つ
い
て
沈
宗
騫
の
見
解
を
借
り
て
考
え
た
い
。

夫
畫
俗
約
有
五
。
曰
格
俗
、
韻
俗
、
氣
俗
、
筆
俗
、
圖
俗
。
…
…
狃
於
俗
師
指
授
、
不
識
古
人
用
筆
之
道
。
或
燥
筆
如
弸
、
或
呆
筆

如
刷
。
本
自
平
庸
無
奇
。
而
故
欲
出
奇
以
駭
俗
、
或
妄
生
圭
角
。
故
作
狂
態
者
、
謂
之
筆
俗
…
…
能
去
此
五
俗
、
而
後
可
幾
於
雅
矣
。

（
沈
宗
騫
『
芥
舟
學
畫
編
』
巻
二
、
山
水
・
避
俗
）
（18）
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夫
れ
畫
は
俗
約
し
て
五
有
り
。
曰
く
格
俗
、
韻
俗
、
氣
俗
、
筆
俗
、
圖
俗
な
り
。
…
…
俗
師
の
指
授
を
狃
し
、
古
人
の
用
筆
の
道
を

識
ら
ず
。
或
ひ
は
燥
筆
弸
の
如
く
、
或
ひ
は
呆
筆
刷
の
如
し
。
本
よ
り
平
庸
無
奇
た
り
。
而
る
に
故
ら
に
奇
を
出
し
以
て
に
俗
を
駭

か
し
、
或
ひ
は
圭
角
を
妄
生
す
。
故
ら
に
狂
態
を
作
る
者
、
之
れ
を
筆
俗
と
謂
ふ
。
…
…
能
く
此
の
五
俗
を
去
れ
ば
、
而
る
後
に
雅

に
幾
か
る
べ
し
。

沈
宗
騫
の
考
え
た
俗
に
は
五
種
類
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
「
筆
俗
」
に
は
様
々
な
形
態
が
あ
る
が
、「
扭
於
俗
師
指
授
」
は
「
賴
」
の

意
味
合
い
に
若
干
近
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
元
々
「
賴
」
は
あ
る
畫
法
に
拘
り
す
ぎ
て
消
化
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
た
め
、
沈
宗
騫

の
い
う
「
扭
於
俗
師
指
授
」
は
「
賴
」
の
定
義
に
當
て
は
め
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
甜
と
同
様
に
、
賴
は
俗
と
因
果
關

係
を
持
つ
。
つ
ま
り
「
賴
」
が
生
じ
れ
ば
「
俗
」
と
い
う
結
果
が
出
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

さ
ら
に
孔
衍
栻
の
『
石
村
畫
訣
』
に

畫
中
人
物
房
廊
舟
楫
類
易
流
匠
氣
、
獨
出
己
意
寫
之
、
匠
氣
自
除
。
有
傳
授
必
俗
。
無
傳
授
乃
雅
。（
『
石
村
畫
訣
』
避
俗
）
（19）

畫
中
の
人
物
房
廊
舟
楫
類
は
匠
氣
に
流
れ
易
く
、
己
が
意
を
獨
出
し
て
之
れ
を
寫
せ
ば
、
匠
氣
自
づ
か
ら
除
か
る
。
傳
授
有
れ
ば
必

ず
俗
な
り
。
傳
授
無
け
れ
ば
乃
ち
雅
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
人
物
、
房
廊
、
舟
楫
な
ど
の
畫
法
に
つ
い
て
の
話
で
、
あ
る
傳
授
の
畫
法
に
依
存
す
れ
ば
俗
っ
ぽ
く
な
り
、
逆
に
何

の
傳
授
に
も
賴
ら
な
け
れ
ば
「
雅
」
に
な
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
舉
げ
ら
れ
て
い
る
「
傳
授
有
り
」
は
「
賴
」
と
類
似
し
た
概
念
で

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
賴
」
や
「
傳
授
有
り
」
で
あ
れ
ば
「
俗
」
と
い
う
結
果
に
な
る
。
ま
た
先
ほ
ど
論
じ
た
よ
う
に
「
甜
」

と
「
俗
」
は
原
因
と
結
果
の
よ
う
で
あ
り
、
甜
は
俗
に
包
括
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
從
っ
て
文
脈
に
も
よ
る
が
、「
賴
」
も
同
様
に
比
較

的
意
味
合
い
の
広
い
「
俗
」
と
い
う
一
文
字
で
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
「
奇
」
と
「
俗
」
の
關
係
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
舉
げ
た
沈
宗
騫
の
「
本
自
平
庸
無
奇
、
而
故
欲
出
奇
以
駭
俗
、
或
妄
生
圭
角
、
故

作
狂
態
者
、
謂
之
筆
俗
」
は
明
ら
か
に
「
邪
」
の
概
念
と
合
致
す
る
。
よ
っ
て
こ
の
文
脈
で
「
邪
」
は
「
甜
」「
賴
」
と
同
じ
く
、「
俗
」

と
原
因
と
結
果
の
よ
う
な
關
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
邪
の
要
素
か
ら
「
俗
」
の
結
果
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
「
邪
」
は
、

ま
た
「
甜
」
「
賴
」
と
同
様
に
「
俗
」
と
單
な
る
因
果
關
係
で
な
く
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
概
し
て
い
う
と
「
邪
」
も
「
俗
」
と
い

う
概
念
に
包
攝
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
邪
」
の
意
味
が
示
す
範
圍
は
こ
れ
に
留
ま
る
の
か
に
つ
い
て
續
け
て
檢
討
す
る
。

王
昱
（171

4-17
48

）
の
「
邪
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
み
る
。

畫
有
邪
正
。
筆
力
直
透
紙
背
、
形
貌
古
樸
、
神
彩
煥
發
。
有
高
視
闊
歩
旁
若
無
人
之
概
、
斯
爲
正
派
大
家
。
若
格
外
好
奇
、
詭
僻
狂

怪
、
徒
取
驚
心
炫
目
、
輒
謂
自
立
門
戸
、
實
乃
邪
魔
外
道
也
。
初
學
見
識
不
定
、
誤
入
其
中
、
莫
可
救
藥
。
可
不
慎
哉
。（
王
昱
『
東

荘
論
畫
』

）
（20）

畫
に
邪
正
有
り
。
筆
力
紙
背
に
直
透
し
、
形
貌
古
樸
、
神
彩
煥
發
た
り
。
高
視
闊
歩
し
旁
に
人
無
き
が
如
き
の
概
有
り
。
斯
れ
正
派

大
家
爲
り
。
若
し
格
の
外
に
奇
を
好
み
、
詭
僻
狂
怪
、
徒
ら
に
驚
心
炫
目
を
取
り
、
輒
ち
自
ら
門
戸
を
立
つ
と
謂
へ
ば
、
實
に
乃
ち

邪
魔
外
道
な
り
。
初
學
は
見
識
定
ま
ら
ず
、
其
の
中
に
誤
入
し
、
救
藥
す
べ
き
莫
し
。
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。

前
述
し
た
よ
う
に
「
邪
」
と
は
古
法
を
師
と
せ
ず
、
勝
手
に
畫
法
を
作
り
出
し
か
つ
造
形
表
現
が
不
合
理
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

基
本
的
に
新
た
な
意
味
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
が
、
た
だ
し
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、「
邪
」
と
「
正
」
は
對
比
し
て
並
べ
ら
れ
、
單

に
奇
怪
な
繪
畫
表
現
の
み
で
な
く
、
正
統
派
と
相
對
す
る
概
念
と
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
末
以
降
の
繪
畫
に
か
か
わ
る

文
脈
で
は
、
お
そ
ら
く
「
邪
學
」
と
呼
ば
れ
た
浙
派
を
主
に
指
す
わ
け
で
あ
る

。
（21）

こ
の
よ
う
に
「
邪
」
と
「
賴
」
は
二
つ
の
對
極
と
理
解
で
き
よ
う
。
前
者
は
師
承
な
く
勝
手
に
誇
張
し
た
造
形
表
現
を
す
る
こ
と
、
後



- 87 -

者
は
あ
る
畫
法
に
縛
ら
れ
て
消
化
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
邪
」
は
「
俗
」
に
包
攝
さ
れ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

前
に
舉
げ
た
沈
宗
騫
の
「
筆
俗
」
の
箇
所
「
故
作
狂
態
者
」
と
い
う
繪
畫
表
現
は
則
ち
「
俗
筆
」
と
な
る
。
し
か
し
、
正
統
派
と
の
對
比

と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
、「
邪
」
は
主
に
邪
派
を
指
す
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
。

総
合
的
に
い
う
と
、「
邪
甜
賴
」
は
あ
る
文
脈
で
「
俗
」
と
因
果
關
係
に
似
た
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
邪
甜
俗
賴
」
は

「
俗
」
の
一
文
字
で
総
括
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
が
「
邪
甜
俗
賴
」
構
造
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
し
正
統
と

對
比
さ
れ
る
「
邪
」
は
獨
自
の
意
味
を
持
ち
、「
甜
」「
賴
」
を
包
括
し
た
「
俗
」
と
同
列
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

何
度
も
触
れ
た
よ
う
に
黃
公
望
の
「
邪
甜
俗
賴
」
は
、
理
想
的
な
繪
畫
表
現
や
視
覺
的
効
果
と
は
何
か
を
正
面
か
ら
語
っ
て
い
な
い
。

で
は
「
俗
」
や
「
邪
甜
俗
賴
」
の
要
素
が
排
除
さ
れ
た
ら
、
繪
畫
作
品
に
何
が
現
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
次
に
考
え
る
。

三

邪
甜
俗
賴
、
雅
正
の
問
題

前
述
の
通
り
「
邪
甜
俗
賴
」
は
「
俗
」
に
歸
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
或
い
は
文
脈
に
よ
っ
て
「
邪
」「
俗
」
に
歸
納
で
き
る
。
で
は

そ
れ
ら
の
反
面
は
何
か
を
確
認
し
た
い

。
ま
ず
方
薫
の
『
山
靜
居
畫
論
』
に

（22）

僕
謂
、
匠
心
渲
染
用
墨
太
工
、
雖
得
三
面
之
石
非
雅
人
能
事
、
子
久
所
謂
甜
邪
俗
賴
是
也
。
筆
墨
間
尤
須
辨
得
雅
俗
。（
『
山
靜
居
畫

論
』
巻
上
）
（23）

僕
謂
へ
ら
く
、
匠
心
の
渲
染
は
墨
を
用
い
て
太
だ
工
た
り
て
、
三
面
の
石
を
得
と
雖
も
雅
人
の
能
事
に
非
ざ
り
て
、
子
久
の
所
謂
甜
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邪
俗
賴
是
れ
な
り
。
筆
墨
の
間
尤
も
須
ら
く
雅
俗
を
辨
得
す
べ
し
、
と
。

と
あ
る
。
巧
み
す
ぎ
る
墨
使
い
は
雅
人
の
や
り
方
で
な
い
、
そ
れ
が
黃
公
望
の
い
う
「
甜
邪
俗
賴
」
で
あ
り
、
繪
畫
に
お
い
て
「
雅
」
と

「
俗
」
は
弁
別
さ
れ
る
べ
き
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
雅
人
は
「
甜
邪
俗
賴
」
的
な
繪
畫
表
現
を
し
な
い
と
い
う
句
か
ら
「
甜
邪
俗
賴
」

の
反
對
が
「
雅
」
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
「
筆
墨
の
間
尤
も
須
ら
く
雅
俗
を
辨
得
す
べ
し
」
か
ら
雅
と
俗
が
相
對
す
る
概
念
で
あ
る
の
は
さ
ら
に
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
「
甜
邪
俗
賴
」
や
「
俗
」
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
排
除
さ
れ
た
時
に
「
雅
」
と
い
う
結
果
が
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
他
の

畫
論
で
も
見
ら
れ
、
一
例
と
し
て
『
芥
舟
學
畫
編
』
の
「
自
然
に
俗
日
離
れ
て
雅
日
幾
づ
く
べ
き
な
り

」
が
舉
げ
ら
れ
る
。

（24）

ま
た
「
俗
」
と
「
邪
」
の
對
立
す
る
概
念
と
は
何
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
文
を
と
も
に
考
え
て
み
た
い
。

寫
意
畫
最
易
入
作
家
氣
。
凡
紛
披
大
筆
、
先
須
格
于
雅
正
、
靜
氣
運
神
、
毋
使
力
出
鋒
鍔
、
有
覇
悍
之
氣
。
若
即
若
離
、
毋
拘
縄
墨
。

有
俗
悪
之
目
。（
『
山
靜
居
畫
論
』
巻
上
）
（25）

寫
意
畫
は
最
も
作
家
の
氣
に
入
り
易
し
。
凡
そ
紛
披
た
る
大
筆
は
、
先
ず
須
ら
く
雅
正
に
お
い
て
格
し
、
靜
氣
し
て
神
を
運
ぶ
べ
く
、

力
を
鋒
鍔
に
出
さ
し
む
る
毋
れ
。
覇
悍
の
氣
有
り
。
即
く
が
如
く
離
る
る
が
如
く
、
縄
墨
に
拘
る
毋
れ
。
俗
悪
の
目
有
り
。

方
薫
は
寫
意
を
描
く
場
合
、
職
業
畫
家
の
よ
う
な
描
き
方
に
陥
る
傾
向
が
強
い
の
で
、
そ
の
前
に
ま
ず
「
雅
正
」
を
格
す
べ
き
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、「
雅
正
」
を
大
前
提
と
し
て
、
犯
し
て
は
な
ら
な
い
二
つ
の
点
は
「
紛
披
た
る
大
筆
…
力
を
鋒

鍔
に
出
さ
し
む
る
毋
れ
。
覇
悍
の
氣
有
り
」
と
「
縄
墨
を
拘
る
毋
れ
。
俗
悪
の
目
有
り
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
邪
」
は

直
接
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
前
者
は
い
わ
ゆ
る
「
邪
學
」
や
浙
派
的
特
徴
に
近
い
繪
畫
表
現
と
讀
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
後
者
の
特
徴
は
直

接
「
俗
」
と
批
評
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
、「
俗
」「
邪
」
を
一
セ
ッ
ト
と
見
做
せ
ば
、
そ
の
反
對
が
「
雅
正
」

で
あ
る
と
解
讀
で
き
る
。

（26）
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し
か
し
、
「
雅
」
の
繪
畫
理
論
上
の
意
味
に
つ
い
て
更
な
る
疑
問
が
生
じ
る
。
次
に
汪
之
元
（
生
没
年
不
詳
）
の
言
葉
を
借
り
て
考
え

よ
う
。墨

竹
之
法
、
只
有
兩
途
。
不
入
雅
、
便
入
俗
。
雅
者
有
書
巻
氣
。
縱
不
得
法
、
不
失
於
雅
。
所
謂
文
人
之
筆
也
。
俗
者
有
市
井
氣
。

如
山
人
墨
客
、
僧
道
行
家
之
習
氣
耳
。
即
使
百
法
俱
備
、
終
令
俗
病
莫
瘳
。
古
人
云
唯
俗
不
可
醫
。
信
矣
。（
『
天
下
有
山
堂
畫
藝
』

竹
墨
指
）
（27）

墨
竹
の
法
、
只
だ
両
途
有
る
の
み
。
雅
に
入
ら
ざ
れ
ば
、
便
ち
俗
に
入
る
。
雅
な
る
者
は
書
巻
の
氣
有
り
。
縱
ひ
法
を
得
ず
と
も
、

雅
に
失
は
ず
。
所
謂
文
人
の
筆
な
り
。
俗
な
る
者
は
市
井
の
氣
有
り
。
山
人
墨
客
、
僧
道
行
家
の
習
氣
の
如
し
。
即
ひ
百
法
倶
備
す

る
も
、
終
に
俗
病
を
し
て
瘳
ゆ
る
こ
と
莫
か
ら
し
む
。
古
人
云
ふ
唯
だ
俗
は
醫
す
べ
か
ら
ず
と
、
信
な
り
。

こ
れ
は
墨
竹
の
畫
法
の
話
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
俗
」
の
反
面
が
「
雅
」
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
明
確
に
「
雅
」
を
「
書
巻
の
氣

が
あ
る
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。
即
ち
文
人
の
畫
法
で
表
す
文
人
の
氣
品
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
俗
」
が
排
除
さ
れ
た
ら
、「
雅
」
す

な
わ
ち
書
巻
の
氣
が
現
れ
る
。
で
は
書
巻
の
氣
に
關
す
る
具
體
的
な
論
述
を
次
に
見
る
。

筆
底
深
秀
自
然
有
氣
韻
。
此
關
係
人
之
學
問
品
詣
、
人
品
高
學
問
深
、
下
筆
自
然
有
書
巻
氣
。
有
書
巻
氣
即
有
氣
韻
。
（
蔣
驥
『
傳

神
秘
要
』
氣
韻
）
（28）

筆
底
深
秀
た
り
て
自
然
に
氣
韻
有
り
。
此
れ
人
の
學
問
品
詣
と
關
係
し
、
人
品
高
く
學
問
深
け
れ
ば
、
下
筆
す
る
に
自
然
と
し
て
書

巻
の
氣
が
有
り
。
書
巻
の
氣
有
れ
ば
即
ち
氣
韻
有
り
。

書
巻
の
氣
と
は
作
品
に
現
れ
る
生
動
た
る
氣
韻
の
こ
と

、
或
は
繪
の
中
に
烟
火
の
氣
が
な
い
、
つ
ま
り
塵
俗
の
氣
が
な
い
こ
と

を
指

（29）

（30）

し
、
ま
た
「
秀
韻

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
蔣
驥
（1

7
3
5
-
17
9
6

）
は
「
書
巻
氣
」
を
「
氣
韻
」
と
定
義
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
作
者

（31）
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の
學
問
や
人
品
、
そ
う
い
っ
た
内
在
す
る
氣
質
を
繪
畫
作
品
に
反
映
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
逆
に
い
う
と
、「
邪
甜
俗
賴
」
と
い
う
要
素

も
悪
し
き
氣
質
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
蔣
驥
の
い
う
書
巻
の
氣
や
氣
韻
は
汪
氏
の
い
う
「
雅
」
と
本
質
的
に
變
わ
り
が
な
い
。
さ

ら
に
沈
宗
騫
の
『
芥
舟
學
畫
編
』
に

能
集
前
古
各
家
之
長
、
而
自
成
一
種
風
度
、
不
失
名
貴
巻
軸
之
氣
者
、
太
雅
也
。
作
畫
者
、
俗
不
去
、
則
雅
不
來
。（『
芥
舟
學
畫
編
』

巻
二

山
水

避
俗
）
（32）

能
く
前
古
各
家
の
長
を
集
め
、
而
も
自
ら
一
種
の
風
度
を
成
し
、
名
貴
の
巻
軸
の
氣
を
失
は
ざ
る
者
は
、
太
だ
雅
な
り
。
畫
を
作
る

者
、
俗
去
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
雅
来
た
ら
ず
。

と
あ
る
。
前
に
舉
げ
た
汪
之
元
の
論
と
同
様
に
俗
が
無
く
な
れ
ば
、
雅
が
自
ず
と
伴
っ
て
く
る
と
沈
宗
騫
は
主
張
す
る
。
書
巻
の
氣
以
外

に
も
、
こ
こ
で
は
巻
軸
の
氣
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、
學
問
や
品
格
の
あ
る
文
人
が
描
い
た
繪
畫
に
現
れ
る
氣
韻
を
指
し
て
い
る
。

上
述
し
た
内
容
を
全
て
総
括
す
る
と
、「
邪
甜
俗
賴
」
或
は
「
邪
甜
賴
」
を
ま
と
め
た
「
俗
」
が
な
く
な
れ
ば
、「
雅
」
が
自
然
に
現
れ

る
、
そ
の
「
雅
な
る
も
の
」
は
「
書
巻
の
氣
」「
（
よ
き
）
氣
韻
」
と
等
し
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
繪
畫
形
式
に
す
れ
ば
こ
の
「
雅
」
の
要
求
に
符
合
す
る
か
、「
雅
俗
」
の
問
題
は
繪
畫
形
式
と
必
然
的
關
係
を
持

っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
次
に
注
目
す
る
課
題
で
あ
る
。

四
「
寫
意
と
工
緻
」
、「
水
墨
と
設
色
」
と
「
雅
俗
」
の
問
題
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「
雅
俗
」
と
繪
畫
形
式
の
關
係
に
つ
い
て
、
方
薫
の
所
論
に
そ
れ
に
繋
が
る
手
掛
か
り
が
み
ら
れ
る
。

士
人
畫
多
巻
軸
氣
、
人
皆
指
筆
墨
生
率
者
言
之
、
不
禁
啞
然
。
蓋
古
人
所
謂
巻
軸
氣
、
不
以
寫
意
工
緻
論
、
在
乎
雅
俗
。
不
然
、
摩

詰
龍
眠
輩
、
皆
無
巻
軸
矣
。（
『
山
靜
居
畫
論
』
巻
上
）
（33）

士
人
畫
は
巻
軸
の
氣
多
く
、
人
皆
な
筆
墨
生
率
た
る
を
指
し
て
之
れ
を
言
ふ
は
、
唖
然
た
る
を
禁
ぜ
ず
。
蓋
し
古
人
の
所
謂
巻
軸
の

氣
、
寫
意
工
緻
を
以
て
論
ぜ
ず
、
雅
俗
に
在
り
。
然
ら
ず
ん
ば
、
摩
詰
龍
眠
の
輩
、
皆
な
巻
軸
無
し
。

方
薫
は
、
當
時
大
多
数
の
人
が
巻
軸
の
氣
を
筆
墨
の
未
熟
や
粗
雑
と
誤
認
し
て
い
た
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
巻
軸
の
氣
は
寫
意
或
は
工
緻

と
は
無
關
係
で
、
實
際
に
は
「
雅
俗
」
と
直
接
關
係
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
寫
意
的
な
繪
畫
表
現
だ
と
優
雅
な
雰
圍
氣
が
出
る

と
い
う
。
一
方
で
細
密
な
繪
畫
表
現
が
俗
に
見
え
る
と
は
限
ら
ず
、
「
雅
俗
」
は
繪
畫
形
式
と
必
然
性
を
持
た
な
い
と
い
う
。
巻
軸
氣
の

有
無
は
單
に
繪
畫
形
式
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
方
薫
は
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

寫
意
と
工
緻
の
問
題
以
外
に
、
雅
俗
と
水
墨
の
關
係
性
も
問
題
に
な
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
王
維
の
言
葉
と
さ
れ
る
「
夫
れ
畫
道
の
中
、

水
墨
最
も
上
爲
り
。（
「
山
水
訣
」

）」
は
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
董
其
昌
に
よ
る
南
北
宗
論
が
き
っ
か
け
で
、
文
人
的
な
水
墨

（34）

表
現
が
大
い
に
尊
崇
さ
れ
て
い
た

。
水
墨
や
乾
筆
儉
墨
の
よ
う
な
繪
畫
表
現
は
當
た
り
前
の
よ
う
に
雅
正
で
氣
品
が
あ
り
、
着
色
の
よ

（35）

う
な
繪
畫
表
現
だ
と
す
ぐ
職
人
の
作
や
俗
と
考
え
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
實
際
の
と
こ
ろ
理
論
家
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
た
の

か
を
檢
討
し
て
み
た
い
。

古
人
有
云
、
畫
要
士
夫
氣
、
此
言
品
格
也
。
第
今
以
論
士
夫
氣
者
、
惟
此
乾
筆
儉
墨
當
之
、
一
見
設
重
色
者
、
卽
目
之
爲
畫
匠
、
此

皆
强
作
解
事
者
。
古
人
如
王
右
丞
、
大
小
李
將
軍
、
王
都
尉
、
文
湖
州
、
趙
令
穰
、
趙
承
旨
、
俱
以
靑
綠
見
長
。
亦
可
謂
之
畫
匠
耶
。

蓋
品
格
之
髙
下
不
在
乎
跡
、
在
乎
意
。
知
其
意
者
、
靑
綠
泥
金
亦
未
可
儕
之
於
院
體
、
況
可
目
之
爲
匠
耶
。
不
知
其
意
、
則
雖
出
倪
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入
黃
、
猶
然
俗
品
。
所
謂
意
者
若
何
。
猶
作
文
者
、
當
求
古
人
立
言
之
旨
。（
張
庚
『
浦
山
論
畫
』
論
品
格
）
（36）

古
人
云
ふ
有
り
、
畫
に
士
夫
の
氣
を
要
す
、
此
れ
品
格
と
言
ふ
と
。
第
だ
今
以
て
士
夫
氣
を
論
ず
る
者
、
惟
だ
此
の
乾
筆
儉
墨
之
れ

に
當
り
、
重
色
を
設
く
る
者
を
一
見
す
れ
ば
、
即
ち
之
れ
を
目
し
て
畫
匠
と
爲
す
は
、
此
れ
皆
な
解
事
を
強
作
す
る
者
な
り
。
古
人

王
右
丞
、
大
小
李
將
軍
、
王
都
尉
、
文
湖
州
、
趙
令
穰
、
趙
承
旨
の
如
き
は
、
倶
に
靑
綠
を
以
て
長
を
見
る
。
亦
た
之
れ
を
畫
匠
と

謂
ふ
べ
き
か
。
蓋
し
品
格
の
高
下
は
迹
に
在
ら
ず
し
て
、
意
に
在
り
。
其
の
意
を
知
れ
ば
、
靑
綠
泥
金
も
亦
た
未
だ
之
れ
を
院
體
に

儕
す
べ
か
ら
ず
。
況
や
之
れ
を
目
し
て
匠
と
爲
さ
す
べ
け
ん
や
。
其
の
意
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
倪
に
出
で
て
黃
に
入
る
と
雖
も
猶

然
俗
品
な
り
。
所
謂
意
な
る
者
は
若
何
。
猶
ほ
文
を
作
る
者
の
ご
と
く
、
當
に
古
人
の
言
を
立
つ
る
の
旨
を
求
む
べ
し
。

繪
畫
に
お
い
て
は
士
氣
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
士
氣
と
は
品
格
の
こ
と
を
指
す
。
更
に
張
庚
（1

6
8
5
-
1
7
6
0

）
は
品
格
の
レ
ベ
ル
は
形
式

に
あ
る
わ
け
で
な
く
畫
意
に
あ
り
、
そ
れ
を
見
誤
れ
ば
倪
瓚
或
は
黃
公
望
の
繪
畫
表
現
を
倣
っ
て
も
俗
品
に
落
ち
る
と
指
摘
し
た
。
し
た

が
っ
て
氣
品
が
あ
る
か
否
か
は
繪
畫
形
式
に
よ
っ
て
は
決
定
さ
れ
な
い
。
繪
畫
形
式
の
み
で
作
品
の
雅
俗
を
判
定
で
き
な
い
と
し
た
ら
、

作
品
に
あ
る
氣
品
や
雅
俗
は
何
に
よ
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
鄒
一
桂
の
『
小
山
畫
譜
』
に

筆
之
雅
俗
、
本
於
性
生
、
亦
由
於
學
習
。
生
而
俗
者
不
可
醫
。
習
而
俗
者
猶
可
救
。
俗
眼
不
識
、
但
以
顏
色
鮮
明
、
繁
華
富
貴
者
爲

妙
、
而
強
爲
知
識
者
、
又
以
水
墨
爲
雅
、
以
脂
粉
爲
俗
。
二
者
所
見
略
同
。
不
知
畫
固
有
濃
脂
艷
粉
而
不
傷
於
雅
、
淡
墨
數
筆
而
無

解
于
俗
者
。
此
中
得
失
、
可
爲
知
者
道
耳
。（
鄒
一
桂
『
小
山
畫
譜
』
巻
下
、
雅
俗
）
（37）

筆
の
雅
俗
、
性
に
本
づ
き
て
生
じ
、
亦
た
學
習
に
由
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
俗
な
る
者
は
醫
す
べ
か
ら
ず
。
習
ひ
て
俗
な
る
者

は
猶
ほ
救
ふ
べ
し
。
俗
眼
は
識
ら
ず
、
但
だ
顏
色
鮮
明
、
繁
華
富
貴
な
る
者
を
以
て
妙
と
爲
し
、
而
し
て
強
ひ
て
知
識
者
と
爲
し
、

又
た
水
墨
を
以
て
雅
と
爲
し
、
脂
粉
を
以
て
俗
と
爲
す
。
二
者
見
る
所
略
ぼ
同
じ
。
畫
固
よ
り
濃
脂
艷
粉
有
る
も
雅
を
傷
は
ず
、
淡
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墨
數
筆
な
る
も
俗
を
解
せ
ざ
る
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。
此
の
中
の
得
失
、
知
者
の
爲
に
道
ふ
べ
き
の
み
。

と
あ
り
、
こ
の
前
半
の
發
言
は
、
問
題
の
要
点
を
明
確
に
提
示
し
て
い
る
。
鄒
一
桂
は
、
繪
畫
の
雅
俗
は
生
ま
れ
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
後
天
的
な
學
習
に
よ
る
も
の
も
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
先
天
的
か
ら
く
る
俗
は
、
救
い
よ
う
が
な
い
。
後
天
的
影
響
に
よ
る
俗
で
あ

れ
ば
、
變
え
る
こ
と
が
で
き
る

。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
に
雅
俗
と
繪
畫
の
表
現
形
式
は
必
然
的
な
關
係
を
持
た
な
い
こ
と
が
更
に
確

（38）

認
で
き
る
。
究
極
的
に
い
う
と
、
そ
れ
は
人
格
や
氣
品
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
水
墨
か
着
色
か
は
關
係
な
く
、
氣
品
が
雅

で
あ
れ
ば
作
品
も
雅
に
な
り
、
逆
に
俗
な
ら
、
そ
れ
が
作
品
に
反
映
さ
れ
る
。
そ
の
觀
点
か
ら
言
え
ば
「
水
墨
は
上
爲
り
」
と
い
う
理
解

を
覆
し
た
と
思
わ
れ
る

。
（39）

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
水
墨
爲
上
」
に
對
す
る
異
な
っ
た
認
識
に
あ
る
。

王
右
丞
曰
、
畫
道
之
中
、
水
墨
爲
上
。
上
與
尚
同
、
非
上
下
之
上
。
後
人
誤
會
、
竟
認
水
墨
爲
上
品
、
著
色
爲
下
品
矣
。
右
丞
謂
、

畫
以
水
墨
而
成
、
能
肇
自
然
之
性
。
黑
爲
陰
、
白
爲
陽
、
陰
陽
交
構
、
自
成
造
化
之
功
。
故
著
色
畫
亦
以
水
墨
畫
定
、
然
後
設
色
。

而
皮
相
者
遂
以
水
墨
著
色
分
雅
俗
。
殊
不
知
雅
俗
在
筆
。
筆
不
雅
者
、
雖
著
墨
無
多
、
亦
汚
人
目
。
筆
雅
者
、
金
碧
丹
青
、
輝
映
滿

幅
、
彌
見
清
妙
。（
張
式
『
畫
譚
』）
（40）

王
右
丞
曰
く
、
畫
道
の
中
、
水
墨
は
上
爲
り
。
上
と
尚
と
同
じ
く
、
上
下
の
上
に
非
ず
。
後
人
誤
會
し
、
竟
に
水
墨
を
認
め
て
上
品

と
爲
し
、
著
色
を
下
品
と
爲
す
。
右
丞
謂
ふ
、
畫
は
水
墨
を
以
て
成
せ
ば
、
能
く
自
然
の
性
に
肇
む
、
と
。
黒
は
陰
爲
り
、
白
は
陽

爲
り
、
陰
陽
交
構
し
、
自
ず
か
ら
造
化
の
功
を
成
す
。
故
に
着
色
畫
も
亦
た
水
墨
畫
を
以
て
定
ま
り
、
然
る
後
に
設
色
す
。
而
る
に

皮
相
な
る
者
は
遂
に
水
墨
着
色
を
以
て
雅
俗
を
分
く
。
殊
に
雅
俗
は
筆
に
在
る
を
知
ら
ず
。
筆
の
雅
な
ら
ざ
る
者
は
、
着
墨
多
き
こ

と
無
し
と
雖
も
、
亦
た
人
目
を
汚
す
。
筆
雅
な
る
者
は
、
金
碧
丹
青
た
り
て
、
滿
幅
に
輝
映
す
る
も
、
彌
い
よ
清
妙
を
見
る
。
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先
ほ
ど
舉
げ
た
觀
点
と
違
っ
て
、
張
式
は
雅
俗
の
問
題
は
筆
に
あ
る
と
考
え
た
。
更
に
「
水
墨
爲
上
」
の
「
上
」
を
「
尚
ぶ
」
と
解
釋

し
た
。
水
墨
で
も
着
色
で
も
そ
の
基
礎
的
な
造
形
表
現
が
で
き
な
け
れ
ば
、
色
を
塗
っ
て
も
俗
に
な
り
、
反
對
に
そ
れ
が
し
っ
か
り
で
き

れ
ば
、
色
を
塗
っ
て
も
「
雅
」
の
作
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
論
は
制
作
面
か
ら
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
實
は
こ
の
よ
う
な
考
え
は
以

前
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
沈
顥
（15

86-1
661

）
の
發
言
か
ら
も
垣
間
見
え
る

。
（41）

ま
た
少
し
變
わ
っ
た
觀
点
も
王
原
祁
の
發
言
か
ら
み
ら
れ
る
。

畫
中
設
色
之
法
、
與
用
墨
無
異
、
全
論
火
侯
、
不
在
取
色
、
而
在
取
氣
。
故
墨
中
有
色
、
色
中
有
墨
。（
『
麓
臺
題
畫
稿
』
倣
大
癡
）
（42）

畫
中
設
色
の
法

用
墨
と
異
な
る
無
く
、
全
て
火
侯
を
論
じ
、
色
を
取
る
に
在
ら
ず
、
而
し
て
氣
を
取
る
に
在
り
。
故
に
墨
中
に
色

有
り
、
色
中
に
墨
有
り
。

王
原
祁
は
、
着
色
の
描
き
方
は
墨
の
用
法
と
異
な
ら
な
い
、
重
要
な
の
は
畫
面
か
ら
立
ち
現
れ
る
氣
を
取
る
こ
と
で
、
そ
う
す
る
と
墨

の
中
に
色
が
あ
り
、
色
の
中
に
墨
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
黃
公
望
の
設
色
畫
の
色
と
墨
が
一
體
に
融
合
し
て
氣
韻
が
深
い
と
い
う
方
薫

の
發
言

を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
繪
畫
制
作
面
で
雅
俗
と
設
色
の
關
係
を
論
じ
る
場
合
、
墨
遣
い
が
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
わ

（43）

か
る
。
だ
が
、
王
原
祁
の
以
下
の
發
言
か
ら
ま
た
違
う
手
掛
か
り
も
得
ら
れ
る
。

又
今
人
多
喜
談
設
色
。
然
古
人
五
墨
法
、
如
風
行
水
面
、
自
然
成
文
、
荒
率
蒼
莽
之
致
、
非
學
可
至
。（
『
麓
臺
題
畫
稿
』
倣
大
癡
手

巻
）
（44）

又
た
今
人
多
く
設
色
を
談
ず
る
を
喜
ぶ
。
然
る
に
古
人
の
五
墨
法
、
風
の
水
面
を
行
く
が
如
く
、
自
然
に
文
を
成
し
、
荒
率
蒼
莽
の

致
、
學
び
て
至
る
べ
き
に
非
ず
。

こ
こ
で
王
原
祁
は
古
人
の
墨
法
は
學
べ
な
い
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
は
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
や
人
格
と
關
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
要
す
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る
に
こ
の
よ
う
な
説
も
ま
た
人
格
論
か
ら
離
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

上
述
し
た
内
容
を
ま
と
め
れ
ば
、
雅
俗
は
繪
畫
形
式
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
具
體
的
に
い
う
と
寫
意
・
乾
筆
儉
墨
な
ど

の
表
現
手
法
は
「
雅
」
と
必
然
的
な
關
係
を
持
た
ず
、
そ
れ
と
同
時
に
工
緻
や
設
色
も
「
俗
」
と
も
必
然
性
を
持
た
な
い
。
最
終
的
に
そ

れ
も
人
の
氣
質
と
關
わ
る
も
の
と
な
る
。

し
か
し
實
際
の
制
作
に
お
い
て
、
雅
俗
の
問
題
は
筆
墨
の
表
現
に
よ
る
と
考
え
る
人
も
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
論
点
に
お
い

て
人
格
へ
の
重
視
に
し
ろ
、
水
墨
と
い
う
素
材
へ
の
執
着
に
し
ろ
、
最
終
的
に
南
宗
の
枠
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
先
ほ
ど
舉
げ

た
鄒
一
桂
の
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
俗
な
る
者
は
醫
す
べ
か
ら
ず
」
、
王
原
祁
の
「
然
る
に
古
人
の
五
墨
法
、
風
の
水
面
を
行
く
が
如

く
…
學
び
て
至
る
べ
き
に
非
ず
」
な
ど
の
説
は
人
格
と
關
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
考
え
が
多
数
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る

最
終
的
に
「
邪
甜
俗
賴
」
或
は
「
雅
俗
」
の
問
題
が
人
の
氣
質
と
い
か
に
密
接
な
關
係
が
あ
る
か
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
汪

之
元
の
話
を
見
て
み
る
。

芝
亦
草
也
。
其
體
格
絶
無
一
毫
流
動
之
處
、
在
文
人
筆
底
即
雅
。
在
俗
人
筆
底
即
惡
。（
汪
之
元
『
天
下
有
山
堂
畫
藝
』
墨
蘭
指
）
（45）

芝
も
亦
た
草
な
り
。
そ
の
體
格
絶
え
て
一
毫
の
流
動
す
る
處
無
し
。
文
人
の
筆
底
に
在
れ
ば
即
ち
雅
な
り
。
俗
人
の
筆
底
に
在
れ
ば

即
ち
惡
な
り
。

こ
こ
で
は
芝
の
描
き
方
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
が
、
汪
氏
は
文
人
の
作
品
は
本
来
的
に
雅
で
あ
り
、
俗
人
の
作
品
も
本
来
的
に
悪
で
あ

る
と
断
言
し
た
。
雅
と
俗
は
最
終
的
に
人
格
精
神
と
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
下
に
あ
げ
た
引
用
か
ら
明
確
な
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
。

總
之
、
繪
事
清
事
也
、
韻
事
也
。
胸
中
無
幾
巻
書
、
筆
下
有
一
點
塵
。
便
窮
年
累
歲
、
刻
畫
鏤
硏
、
終
一
匠
作
。
了
何
用
乎
。
此
真

賞
者
所
以
有
雅
俗
之
辨
也
。（
『
讀
畫
錄
』
巻
二
、
方
邵
村
の
条
）
（46）
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之
れ
を
總
ふ
る
に
、
繪
事
は
清
事
な
り
、
韻
事
な
り
。
胸
中
に
幾
巻
の
書
無
け
れ
ば
、
筆
下
に
一
點
塵
有
り
。
便
ひ
年
を
窮
め
て
歳

を
累
ね
、
刻
畫
鏤
硏
す
る
も
、
終
に
一
匠
作
な
り
。
了
に
何
の
用
あ
ら
ん
や
。
此
れ
真
に
賞
す
る
者
に
雅
俗
の
辨
有
る
所
以
な
り
。

繪
畫
制
作
の
要
は
雅
俗
の
辨
別
で
、
繪
畫
制
作
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
繪
畫
以
外
に
あ
り
、
そ
れ
は
學
問
の
追
及
で
塵
俗
を
取
り
除
く

こ
と
で
あ
る
。
繪
畫
制
作
は
單
に
繪
畫
活
動
で
な
く
、
人
格
修
養
を
軸
と
爲
す
行
い
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
沈

宗
騫
の
發
言
か
ら
さ
ら
な
る
證
拠
が
得
ら
れ
る
。

雖
日
對
董
巨
倪
黃
之
跡
、
百
摹
千
臨
、
亦
自
無
解
於
俗
…
…
如
欲
避
俗
、
當
多
讀
書
、
參
名
理
、
始
以
盪
滌
、
繼
以
消
融
…
…
畫
直

一
藝
耳
。
乃
同
於
身
心
性
命
之
學
、
不
繄
難
哉
。（
沈
宗
騫
『
芥
舟
學
畫
編
』

巻
二

山
水

避
俗
）
（47）

日
び
董
巨
倪
黃
の
跡
に
對
し
、
百
摹
千
臨
す
と
雖
も
、
亦
た
自
づ
か
ら
俗
を
解
く
無
し
…
…
如
し
俗
を
避
け
ん
と
欲
す
れ
ば
、
當
に

多
く
讀
書
し
、
名
理
を
參
じ
、
始
め
て
以
て
盪
滌
し
、
繼
い
で
以
て
消
融
す
べ
し
…
…
畫
は
直
だ
一
藝
た
る
の
み
。
乃
ち
身
心
性
命

の
學
と
同
じ
く
、
繄
あ
難
か
ら
ざ
ら
ん
や
。（
沈
宗
騫
『
芥
舟
學
畫
編
』

巻
二

山
水

避
俗
）

沈
宗
騫
は
、
文
人
畫
巨
匠
の
作
品
や
畫
法
を
い
く
ら
精
進
し
臨
摹
し
て
も
「
俗
」
の
問
題
は
解
消
で
き
な
い
、
讀
書
と
思
索
を
通
じ
て

俗
を
な
く
す
し
か
な
い
と
強
く
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
繪
畫
は
單
な
る
繪
畫
で
は
な
く
身
心
性
命
の
學
と
同
じ

高
さ
に
置
い
た
点
で
あ
る
。
繪
畫
に
お
け
る
雅
俗
は
繪
畫
手
法
だ
け
で
な
く
心
性
の
學
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
考
え
は
、

は
や
く
も
王
原
祁
の
發
言
「
畫
一
藝
と
雖
も
、
而
し
て
氣
は
書
巻
に
合
ひ
、
道
は
心
性
に
通
ず

」
か
ら
見
い
だ
せ
る
。
繪
畫
制
作
は
心

（48）

性
活
動
の
側
面
の
反
映
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
邪
甜
俗
賴
」
を
取
り
除
き
た
け
れ
ば
、
前
に
示
し
た
王
原
祁
の
い
う
「
俗
腸

を
掃
盡
し
…
…
。
此
こ
に
お
い
て
留
心
す
れ
ば
則
ち
甜
邪
俗
賴
去
ら
ざ
る
も
自
づ
か
ら
去
れ
り
。」
の
よ
う
に
最
終
的
に
内
心
の
塵
俗
を

無
く
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

。
概
し
て
い
え
ば
結
局
「
邪
甜
俗
賴
」
の
問
題
は
人
格
修
養
と
離
れ
て
は
な
ら
な
い
構
造
と
な
る
の
で
あ

（49）
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る
。

終
わ
り
に

以
下
の
よ
う
に
本
論
を
ま
と
め
た
い
と
思
う
。
ま
ず
「
邪
」
は
合
理
的
で
な
い
も
の
、
或
は
師
承
の
な
い
ま
ま
に
勝
手
に
描
く
こ
と
を

指
し
て
い
る
。「
甜
」
は
「
生
趣
」
の
足
り
な
い
ま
ま
熟
練
し
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
熟
に
は
「
爛
熟
」
と
「
圓
熟
」
が
あ
る
が
、

こ
の
「
熟
」
は
主
に
「
爛
熟
」
を
指
し
、「
爛
熟
」
で
あ
れ
ば
、
即
ち
「
生
趣
」
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
賴
」
は
あ

る
畫
法
に
賴
り
す
ぎ
て
消
化
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
對
極
は
「
邪
」
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。「
俗
」
は
最
も
包

括
範
圍
が
広
く
「
浮
燥
」「
烟
火
脂
粉
」
等
も
含
ま
れ
、
さ
ら
に
「
邪
甜
雅
」
が
「
俗
」
に
ま
と
め
ら
れ
る
。「
邪
甜
賴
」
と
「
俗
」
は
原

因
と
結
果
の
よ
う
な
關
係
を
持
つ
。
つ
ま
り
「
邪
俗
賴
」
の
よ
う
な
要
素
が
存
在
す
れ
ば
、「
俗
」
の
結
果
に
至
る
。
だ
が
、
あ
る
文
脈

で
は
「
俗
邪
」
に
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
、
そ
れ
は
「
雅
正
」
の
對
稱
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
な
の
は
繪
畫
に
お
け
る

「
雅
」
と
「
俗
」
の
問
題
が
繪
畫
形
式
と
は
必
然
性
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
「
雅
俗
」
は
人
格
と
繋
が
っ
て
い
る
た
め
、
繪
畫
活
動
は
人
格
の
一
種
の
現
れ
と
さ
れ
、
必
然
的
に
修
養
論
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
。
即
ち
「邪
甜
俗
賴
」の
問
題
は
單
に
表
現
形
式
の
問
題
の
み
な
ら
ず
最
終
的
に
畫
家
の
氣
質
と
深
く
絡
む
わ
け
で
、
黃
賓
虹
の
言
う
「
法

備
わ
り
て
氣
至
る
は
上
爲
り
。
法
は
是
れ
面
貌
、
氣
は
是
れ
精
神
な
り
。
氣
に
邪
正
雅
俗
の
分
有
り
。

」
の
よ
う
に
繪
畫
手
法
以
外
に

（50）

も
精
神
性
が
伴
っ
て
い
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
精
神
と
は
畫
家
の
氣
質
で
あ
り
、
突
き
詰
め
て
述
べ
る
と
「
邪
甜
俗
賴
」
の
問
題
と
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は
結
局
畫
家
の
「
氣
」
や
「
氣
質
變
化
の
學
」
に
關
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）
士
大
夫
處
事
可
以
百
爲
、
唯
俗
不
可
。
俗
便
不
可
醫
也
（
『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
巻
二
十
九
、「
書
繒
巻
後
」）

（
２
）
作
畫
之
病
重
者
衆
矣
、
唯
俗
病
最
大
。（
『
山
水
純
全
集
』「
論
用
筆
墨
格
法
氣
韻
之
病
」
）。
陳
傳
席
は
、
こ
の
考
え
は
黃
山
谷
の

「
士
大
夫
處
事
可
以
百
爲
、
唯
俗
不
可
、
俗
便
不
可
醫
也
。」
に
よ
る
も
の
と
指
摘
す
る
。（
陳
傳
席
『
中
國
繪
畫
美
學
史
』
上
、

人
民
美
術
出
版
社
、
北
京
、2002

年7

月283

頁
）。
ま
た
蘇
軾
の
「
于
潛
僧
綠
筠
軒
」（
馮
應
榴
輯
注
『
蘇
文
忠
詩
合
注
』
巻
九
）

に
も
「
人
瘦
尚
可
肥
、
俗
士
不
可
醫
。」
と
似
た
よ
う
な
考
え
が
み
ら
れ
る
。

（
３
）
葛
路
『
中
國
古
代
繪
畫
理
論
發
展
史
』（
上
海
人
民
美
術
出
版
社1982

年158-161

頁
）
で
は
「
邪
甜
俗
賴
」
の
問
題
に
つ
い
て

若
干
触
れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
分
析
や
考
察
は
見
ら
れ
な
い
。

（
４
）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
元
刻
輟
耕
錄
本
）

（
５
）
俞
劍
華
や
謝
巍
は
、『
書
畫
傳
習
錄
』
は
王
紱
の
真
作
で
は
な
く
、
嵇
承
咸
が
王
紱
を
名
乗
っ
て
著
し
た
僞
作
と
指
摘
し
た
。
そ

れ
に
つ
い
て
、
俞
劍
華
（
編
著
）『
中
国
畫
論
類
編
』
上
巻
（
人
民
美
術
出
版
社
、1986

年
）100-102

頁
、
謝
巍
の
『
中
国
畫
學

著
作
考
錄
』（
上
海
書
畫
出
版
社
、1998

年
）290-292

頁
に
詳
し
い
。

（
６
）
層
雲
閣
板
（
嘉
慶
十
八
年
序
）

（
７
）「
題
摹
燕
郭
尚
父
圖
」
に
「
凡
書
畫
當
觀
韻
、
往
時
李
伯
時
爲
於
作
李
廣
奪
胡
兒
、
馬
挾
兒
南
馳
、
取
胡
兒
弓
引
滿
以
擬
追
騎
、
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觀
箭
鋒
所
直
發
之
、
人
馬
解
皆
應
弦
也
。
伯
時
笑
曰
、
使
俗
字
爲
之
、
當
作
中
箭
追
騎
矣
。
余
因
此
深
悟
畫
格
此
與
文
章
同
一
關

紐
、
但
難
得
人
入
神
會
耳
。」（
『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
巻
二
十
七
、「
題
摹
燕
郭
尚
父
圖
」）
と
あ
る
。

（
８
）
戯
鴻
堂
藏
板
（
乾
隆
三
十
三
年
）

（
９
）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
昭
代
叢
書
本
）

（

）

例
え
ば
、
盛
大
士
の
發
言
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
味
霞
山
人
李
世
則
…
余
初
搦
管
卽
師
事
之
、
時
時
以
甜
邪
俗
賴
爲
戒
、

10

一
邱
一
壑
、
一
樹
一
石

皆
山
人
所
指
授
者
也
」
（
盛
大
士
『
渓
山
臥
游
錄
』
巻
三
、
味
霞
山
人
李
世
則
の
条
（
畫
史
叢
書
、
上

海
人
民
美
術
、1982
年
））

（

）
戯
鴻
堂
藏
板
（
乾
隆
三
十
三
年
）

11
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
昭
代
叢
書
本
）

12
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

13
（

）
中
国
書
畫
全
書
本
（
上
海
書
畫
、1992
年
）

14
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

15
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
佩
文
齋
書
畫
譜
本
）

16
（

）
續
修
四
庫
全
書
本

17
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989
年
）（
冰
壺
閣
原
刊
本
）

18
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
昭
和
叢
書
本
）

19
（

）
美
術
叢
書
本
。「
畫
有
邪
正
」
の
箇
所
、
畫
論
叢
刊
本
（
四
銅
鼓
齋
論
畫
集
刻
本
）
な
ど
は
「
書
有
邪
正
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は

20
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美
術
叢
書
本
の
「
畫
」
に
從
う
。

（

）
何
良
俊
『
四
友
齋
叢
説
』
巻
二
十
九
、
畫
二
に
「
若
近
年
浙
江
人
、
如
沈
青
門
仕
陳
海
鶴
姚
江
門
一
貫
則
初
無
所
師
承
、
任
意
塗

21

抹
、
然
亦
作
大
幅
贈
人
可
笑
可
笑
。」
と
あ
る
。
ま
た
王
原
祁
の
「
雨
窓
漫
筆
」
に
「
古
人
論
之
詳
矣
。
但
恐
後
學
拘
局
成
見
、

未
發
心
裁
、
疑
義
意
揣
、
翻
成
邪
僻
…
明
末
畫
中
有
習
氣
惡
派
、
以
浙
派
爲
最
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
師
承
の
な
い
畫
家
連
中
を

は
じ
め
、
主
に
浙
派
の
こ
と
を
指
す
。
浙
派
に
關
し
て
は
鈴
木
敬
『
明
代
繪
畫
史
硏
究
・
浙
派
』（
東
洋
文
化
硏
究
所
、1968

年1

月
）
に
詳
し
い
。

（

）
曾
布
川
寛
氏
に
よ
る
と
「
俗
」
の
反
對
語
は
「
清
」
で
あ
り
、
「
清
」
が
「
聖
」
か
ら
轉
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
「
中
国
美
術
に

22

お
け
る
聖
と
清
」
（
『
藝
術
の
理
論
と
歴
史
』
京
都
大
學
美
學
美
術
史
硏
究
會
、
思
文
閣
出
版
）
參
照
。
さ
ら
に
（
同
論
文
）「
六

朝
時
代
…
…
「
清
韻
」「
遠
韻
」「
雅
韻
」
「
玄
韻
」
な
ど
と
連
用
し
て
人
物
批
評
の
言
葉
と
し
て
用
い
、
人
物
の
態
度
風
致
に
關

す
る
清
・
遠
・
雅
・
玄
な
ど
が
韻
の
具
體
的
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
、
單
に
俗
の
反
對
語
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
俗
で
あ
る
こ
と
を
忌
み
嫌
っ
た
反
俗
性
、
超
俗
性
を
意
味
す
る
清
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
觀
念
が
、
こ
の
時

代
に
は
藝
術
的
な
も
の
と
し
て
追
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
卑
俗
を
意
味
す
る
俗
と
い
う
言
葉
は
、
こ
こ
で
初
め
て
清
と
い
う
言
葉

に
對
し
て
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
論
じ
た
。
曾
布
川
氏
が
論
じ
た
「
聖
」
や
「
清
」
は
主
に
藝
術
作
品
に
表
現
さ
れ
る
對
象

を
中
心
と
す
る
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
畫
家
が
繪
畫
に
現
す
俗
や
雅
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989
年
）（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

23
（

）
筆
墨
之
道
本
乎
性
情
。
凡
所
以
涵
養
性
情
者
則
存
之
。
所
以
殘
賊
性
情
者
則
去
之
。
自
然
俗
日
離
而
雅
可
日
幾
也
。（
『
芥
舟
學
畫

24

編
』
巻
二

山
水

避
俗
（
畫
論
叢
刊
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989
年
））
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（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

25
（

）『
中
国
美
學
範
疇
辞
典
』
譯
注
（
第
四
冊
）（2006

年
度
大
東
文
化
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
硏
究
報
告
書
）
の42-65

頁
に
お
い
て
、

26

文
學
理
論
を
中
心
に
、
音
樂
理
論
か
ら
も
「
雅
」「
雅
俗
」「
雅
正
」
の
問
題
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
繪
畫
理
論
に
お

け
る
「
雅
俗
」「
雅
正
」「
邪
俗
」
の
問
題
を
檢
討
す
る
。

（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
原
刻
本
）

27
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
蔣
氏
游
藝
秘
錄
本
）

28
（

）
評
者
謂
士
大
夫
畫
、
世
獨
尚
之
。
蓋
士
氣
畫
者
、
乃
士
林
中
能
作
隸
家
、
畫
品
全
法
氣
韻
生
動
、
不
求
物
趣
、
以
得
天
趣
爲
高
…

29

如
趙
松
雪
、
黃
子
久
、
王
叔
明
、
呉
仲
圭
之
四
大
家
、
及
錢
舜
舉
、
倪
雲
林
、
趙
仲
穆
輩
、
形
神
俱
妙
、
絶
無
邪
學
、
可
垂
久
不

磨
、
此
真
士
氣
畫
也
。（
屠
隆
『
考
槃
餘
事
』
巻
二
、
元
畫
（
中
国
藝
術
文
獻
叢
刊
、
浙
江
人
民
美
術
、2011

年
））。

（

）
氣
韻
閒
雅
無
烟
火
氣
、
此
即
名
之
曰
書
巻
、
有
此
書
巻
、
則
稱
逸
品
。（
松
年
『
頤
園
論
畫
』
山
水
（
畫
論
叢
刊
、
人
民
美
術
出

30

版
、
北
京
、1989

年
））

（

）
文
人
作
畫
、
多
有
秀
韻
、
乃
巻
軸
之
氣
、
發
於
楮
墨
閒
耳
。（
苑
璣
『
過
雲
廬
畫
論
』（
畫
論
叢
刊
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

31

年
））

（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989
年
）（
冰
壺
閣
原
刊
本
）

32
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989
年
）（
知
不
足
齋
叢
書
本
）

33
（

）
夫
畫
道
中
、
水
墨
爲
最
上
。（
歴
代
論
畫
名
著
彚
編
、
文
物
文
物
出
版
社
、
北
京
、1982

年
）

34
（

）
禪
家
有
南
北
二
宗
、
唐
時
始
分
畫
之
南
北
二
宗
亦
唐
時
分
也
。
但
其
人
非
南
北
耳
。
北
宗
則
李
思
訓
父
子
着
色
山
流
傳
而
爲
宋
之

35
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趙
幹
趙
伯
駒
伯
驌
以
至
馬
夏
輩
。
南
宗
則
王
摩
詰
始
用
渲
淡
一
變
鈎
斫
之
法
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』
巻
二
、
畫
源
。（
戯
鴻
堂
藏
板
）
）

（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
昭
代
叢
書
本
）

36
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
粵
雅
堂
叢
書
本
）

37
（

）
こ
れ
は
、
氣
韻
は
學
べ
る
か
否
か
と
い
う
議
論
と
關
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
生
知
」
と
「
學
知
」
と
の
問
題
で

38

あ
る
。
明
清
の
繪
畫
理
論
に
お
い
て
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
如
く
、
そ
れ
は
郭
若
虚
の
論
じ
た
「
氣
韻
生
知
」
「
氣
韻

非
師
」
が
元
に
な
っ
て
い
る
議
論
で
あ
る
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
郭
氏
を
批
判
す
る
所
論
も
あ
っ
た
。
秦
祖
永
（1825-1884

）
の

發
言
が
代
表
的
で
あ
り
「
性
者
天
所
賦
機
者
、
神
之
用
、
氣
韻
生
動
則
根
於
性
而
成
於
習
。
若
郭
若
虛
氏
謂
五
法
可
學
、
如
其
氣

韻
必
在
生
知
。
此
謬
説
也
。」（
『
畫
學
心
印
』
巻
二

、
雜
採
諸
家
山
水
論
）
と
い
う
。
ま
た
董
其
昌
が
論
じ
る
よ
う
に
「
畫
家
六

法
一
氣
韻
生
動
不
可
學
、
此
生
而
知
之
、
自
有
天
授
、
亦
有
學
得
処
、
讀
萬
巻
書
、
行
萬
里
路
、
胸
中
脫
去
塵
濁
、
自
然
丘
壑
内

營
、
立
成
鄄
鄂
、
皆
爲
山
水
傳
神
。（
『
畫
禪
室
隨
筆
』
巻
二
、
畫
訣
）」
と
い
う
觀
点
に
從
う
理
論
家
や
畫
家
も
多
か
っ
た
。

（

）「
寫
意
と
工
緻
」
と
「
雅
俗
」
の
問
題
、
或
は
「
水
墨
と
設
色
」
と
「
雅
俗
」
の
問
題
に
關
し
引
用
し
た
文
章
か
ら
、
明
清
に
お

39

い
て
一
部
の
人
は
「
寫
意
」「
單
に
水
墨
だ
け
の
表
現
手
法
」「
乾
筆
儉
墨
」
の
繪
畫
形
式
を
用
い
れ
ば
「
雅
」「
氣
品
」
の
あ
る

視
覺
的
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
し
か
も
「
設
色
」
や
「
工
緻
」
の
よ
う
な
繪
畫
手
法
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
、
本
文
で
も
論
じ
た
よ
う
に
實
際
は
予
想
し
た
結
果
が
出
ず
、
こ
の
よ
う
な
考
え
や
行
動
は
や
は
り
理
論
家

に
否
定
さ
れ
た
。
結
局
繪
畫
に
お
け
る
「
雅
俗
」
の
問
題
は
最
終
的
に
作
者
自
身
の
氣
質
や
人
格
と
直
接
つ
な
が
る
も
の
と
さ
れ

た
。
繪
畫
形
式
と
雅
俗
の
問
題
に
つ
い
て
更
な
る
論
考
を
深
め
れ
ば
實
際
の
繪
畫
作
品
を
分
析
し
て
、
畫
論
上
の
概
念
と
比
較
し

な
が
ら
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
そ
こ
ま
で
踏
み
込
め
な
い
た
め
、
今
後
別
の
機
會
に
論
じ
て
み
た
い
。
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（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
藝
海
一
勺
本
）

40
（

）「
右
丞
云
、
水
墨
爲
上
。
誠
然
。
然
操
筆
時
不
可
作
水
墨
刷
色
想
、
直
至
了
局
、
墨
韻
既
足
、
則
刷
色
不
妨
。
」（
沈
顥
『
畫
塵
』

41

刷
色
（
畫
論
叢
刊
本
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
））
こ
の
よ
う
に
、
着
色
に
し
て
も
墨
遣
い
が
し
っ
か
り
で
き
た
上
で

行
う
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
着
色
し
よ
う
と
し
て
も
最
初
の
段
階
で
單
な
る
水
墨
制
作
と
い
う
感
覺
で
行
う
、
つ
ま
り
墨
韻
が
具

わ
っ
た
時
に
す
べ
き
と
い
う
觀
点
が
先
に
あ
っ
た
。

（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
昭
代
叢
書
本
）

42
（

）
癡
翁
設
色
、
與
墨
氣
融
洽
爲
一
、
渲
染
烘
託
、
妙
奪
化
工
。
其
畫
高
峰
絶
壁
、
往
往
鉤
勒
楞
廓
、
而
不
施
皴
擦
、
氣
韻
自
能
深
厚
。

43

（
『
山
靜
居
畫
論
』
巻
下
（
畫
論
叢
刊
本
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
））

（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
昭
代
叢
書
本
）

44
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
原
刻
本
）

45
（

）
畫
史
叢
書
本
（
于
安
瀾
編
、
上
海
人
民
美
術
出
版
、
上
海
、1963

年
）（
海
山
仙
館
叢
書
本
）

46
（

）
畫
論
叢
刊
本
（
于
安
瀾
編
、
人
民
美
術
出
版
、
北
京
、1989

年
）（
冰
壺
閣
原
刊
本
）

47
（

）
畫
雖
一
藝
、
而
氣
合
書
巻
、
道
通
心
性
。（
『
麓
台
題
畫
稿
』
送
厲
南
湖
畫
冊
十
幅
）

48
（

）
明
清
の
繪
畫
理
論
で
は
精
神
的
な
修
養
法
が
多
く
提
示
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
讀
書
、
養
氣
な
ど
が
舉
げ
ら
れ
る
。
そ
の
主
な
目

49

的
は
氣
質
を
變
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
動
き
は
董
其
昌
の
「
畫
家
六
法
一
氣
韻
生
動
不
可
學
、
此
生
而
知
之
、
自
有
天
授
、
亦

有
學
得
処
…
…
（
『
畫
禪
室
隨
筆
』
巻
二
、
畫
訣
）」
そ
し
て
「
内
典
無
師
智
、
畫
家
謂
之
氣
韻
也
。（
『
容
台
集
』
別
集
巻
三
）」

と
い
う
發
言
に
よ
っ
て
變
化
が
起
き
た
。
つ
ま
り
董
其
昌
を
は
じ
め
と
す
る
明
清
の
理
論
家
や
文
人
畫
家
は
、「
氣
韻
」
を
普
遍
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性
の
あ
る
「
性
命
」
や
「
無
師
智
」
な
ど
に
す
り
替
え
、
氣
韻
は
心
性
の
修
養
を
通
じ
て
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
た
。
後
天

的
な
精
神
向
上
に
よ
り
（
よ
き
）
氣
韻
へ
の
變
容
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（

）
法
備
氣
至
爲
上
。
法
是
面
貌
、
氣
是
精
神
。
氣
有
邪
正
雅
俗
之
分
。（
陳
凡
（
輯
）『
黃
賓
虹
畫
語
錄
』（
上
海
書
局
、
香
港
、1961

50

年3

月
、75
頁
。）




